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令和６年度事業報告 

 

令和５年１０月の改正地域公共交通活性化再生法の施行を受け、今後ＪＲ小野田

線活性化委員会はＪＲ小野田線沿線地域において、鉄道とバスが連携した持続可能

な地域公共交通の形成に向けて、「ＪＲ小野田線沿線地域公共持続化プラン」の策定

に取り組むこととした。 

令和６年度は、令和７年度以降の本格的な実証事業を行う前の「準備期間」と位

置づけ、小野田工業高校を対象に「ＪＲ小野田線の通学定期券で船鉄バスにも乗れ

るモニター実験」を実施し、オペレーション等を確認した。また、交通コンサルに

委託し、昨年の船鉄バスのダイヤ改正を踏まえた共通乗車実証事業への影響やモニ

ター実験の結果に関する分析を行った。 

 

 

１ 委員会の開催 

 〇令和６年度第１回ＪＲ小野田線活性化委員会 

（１）開催要旨 

   令和５年度の決算報告並びに令和６年度の事業計画及び予算等の審議を目的

に開催。 

（２）開催日時 

 令和６年１１月１９日（火） 午前１０時から 

（３）協議事項 

・令和５年度事業報告及び収支決算 

・令和６年度事業計画（案）及び令和６年度収支予算（案） 

 

２ 各事業内容の報告 

（１） 「ＪＲ小野田線の通学定期券で船鉄バスにも乗れるモニター実験」  

（２） 共通乗車実証事業の調査・分析 

   

 

 

 

 

議案第１号 

 

別添資料 

「共通乗車制度導入による小野田線通学利用促進検討分析報告書」 

のとおり 



 

（３）広域連携による小野田線の魅力拡大を通じた県内外の需要獲得 

“宇部線×小野田線”まちじゅうエヴァンゲリオン第４弾 スマホスタンプラリー  

ＪＲ宇部線利用促進協議会連携事業 

 

宇部線や小野田線に乗って、アプリ内でスタンプポイントを集めて応募する

と、エヴァンゲリオン関連グッズなどが抽選で当たるスタンプラリーを実施。 

［開催期間］ 

令和６年１０月４日（金）～令和７年１月１９日（日） 

［参加者数］ 

◆参加者 ２，０１６名 

◆応募者  

９ポイント以上賞 １，１８０名 

１７ポイント以上賞    ３９８名 

２５ポイント賞     １８９名 

 

◆全体の約６４％が県外応募者。青森県・山形県・ 

福井県を除く、４４都道府県の方が応募 

 

 

 



共通乗車制度導入による小野田線通学利用促進検討分析
（ＪＲ小野田線沿線地域公共交通持続化プラン策定支援業務）

報告書

（1）バスダイヤ変更に伴う昨年度調査結果の見直し

（2）共通乗車実証の利用者の分析



（1）バスダイヤ変更に伴う昨年度調査結果の見直し



＜船鉄バスのバスダイヤの主な改正内容（令和6年10月1日）＞

• 宇部方面、小野田方面、厚狭方面の一部時間調整

• ねたろう号・いとね号の一部時間調整くすのき号の一部時間調整

• 高畑循環線の一部時間調整

• 小野田方面の新系統「船木～サンパーク・刈屋～本山岬」、「船木～山陽小野田市民病院・サン

パーク・刈屋～本山岬」、「本山岬～刈屋・山陽小野田市民病院・旦東～際波台」、「本山岬～

刈屋～際波台」の追加

• いとね号の新系統「老人センター～上福田～加藤」、「老人センター～上福田～厚狭高校」、

「厚狭高校～厚狭駅」の追加

小野田方面「船木～山陽小野田市民病院」、「船木～刈屋」、「ひばりが丘～サンパーク～刈

屋」、「際波台～旦東～刈屋」、「小野田駅～サンパーク～刈屋」、「小野田駅～刈屋」、「小

野田駅～サンパーク・刈屋～本山岬」、「本山岬～刈屋～小野田駅」、「小野田駅～山陽小野田

市民病院・サンパーク・刈屋～理科大」の系統廃止

• ねたろう号の一部の路線で「厚陽団地経由」を廃止

• いとね号「老人センター～上福田」、「上福田～厚狭高校」、「上福田～加藤」の系統廃止
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• 最新のバスダイヤを反映し、対象エリアにおける現状の課題の分析や公共交通に対する利用者ニーズの整理、傾向分析を行う。具体的には、
最新のバスダイヤを用いて高校、大学の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析結果を見直す。

＜分析方法＞
• 小野田工業高校、小野田高校、サビエル高校、山口東京理科大学を代表例として、移動ニーズと運行サービスのギャップを分析する。
• 以下の鉄道利用のパターンを設定し、分析する。

①宇部駅周辺に住む学生 ②厚狭駅周辺に住む学生 ③宇部新川駅周辺に住む学生 ④小野田駅周辺に住む学生

（1）バスダイヤ変更に伴う昨年度調査結果の見直し

分析方法

②厚狭駅周辺

②小野田駅周辺

①宇部駅周辺

③宇部新川駅周辺
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• 分析エリアごとに、最新のバスダイヤの見直し結果、昨年度の結果の順に掲載している。赤字部分が分析結果の変更点である。
• 小野田工業高校の②厚狭駅周辺に住む学生の通常の下校、土日祝部活動の午後の登校が不便△になっている。③宇部新川駅周辺に住
む学生の土日祝部活動の午後の下校が不便△になっている。

移動ニーズと運行サービスのギャップ 小野田工業高校（現在）

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。

①宇部駅周辺に住む学生

（1）バスダイヤ変更に伴う昨年ど調査結果の見直し

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（山陽本線＋船鉄バス）

通常

登校 〇
山陽本線から小野田線は円滑
な乗継が可能

〇
山陽本線から小野田線は円滑な
乗継が可能

〇
山陽本線と船鉄バスで円滑な登校
可能

下校 △

南小野田駅で1時間以上の待
ち時間、小野田駅での山陽本
線への乗継に30分程度の待ち
時間

〇

船鉄バス利用で待ち時間短縮で、
山陽本線の早い便で帰宅可能

〇

山陽本線と船鉄バスで円滑な下校
可能

部活下校 △
南小野田駅で30分以上の待ち
時間

〇
船鉄バス利用で待ち時間短縮 〇 山陽本線と船鉄バスで円滑な下校

可能

テスト 下校 △

南小野田駅で1時間以上の待
ち時間、小野田駅での山陽本
線への乗継に30分程度の待ち
時間

〇

船鉄バス利用で待ち時間短縮で、
山陽本線の早い便で帰宅可能

〇

山陽本線と船鉄バスで円滑な下校
可能

土日祝
部活動

午前部登校 〇
山陽本線から小野田線は円滑
な乗継が可能

〇
山陽本線から小野田線は円滑な
乗継が可能

〇 山陽本線と船鉄バスで円滑な登校
可能

午前部下校 〇
小野田線から山陽本線は円滑
な乗継が可能

〇
小野田線から山陽本線は円滑な
乗継が可能

△ 小野田駅で30分以上の待ち時間

午後部登校 × △

山陽本線と船鉄バス利用で登校
可能だが、小野田駅で30分以上
の待ち時間か、到着後30分の待
ち時間

△

到着が早いか、小野田駅で30分以
上の待ち時間

午後部下校 〇
山陽本線から小野田線は円滑
な乗継が可能

〇
小野田線から山陽本線は円滑な
乗継が可能

△ 小野田駅で30分以上の待ち時間
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移動ニーズと運行サービスのギャップ 小野田工業高校（昨年）

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。

①宇部駅周辺に住む学生

（1）バスダイヤ変更に伴う昨年ど調査結果の見直し

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（山陽本線＋船鉄バス）

通常

登校 〇
山陽本線から小野田線は円滑
な乗継が可能

〇
山陽本線から小野田線は円滑な
乗継が可能

〇
山陽本線と船鉄バスで円滑な登校
可能

下校 △

南小野田駅で1時間以上の待
ち時間、小野田駅での山陽本
線への乗継に30分程度の待ち
時間

〇

船鉄バス利用で待ち時間短縮で、
山陽本線の早い便で帰宅可能

〇

山陽本線と船鉄バスで円滑な下校
可能

部活下校 △
南小野田駅で30分以上の待ち
時間

〇
船鉄バス利用で待ち時間短縮 △ 公園通バス停で30分以上の待ち時

間

テスト 下校 △

南小野田駅で1時間以上の待
ち時間、小野田駅での山陽本
線への乗継に30分程度の待ち
時間

〇

船鉄バス利用で待ち時間短縮で、
山陽本線の早い便で帰宅可能

△

小野田駅で30分以上の待ち時間

土日祝
部活動

午前部登校 〇
山陽本線から小野田線は円滑
な乗継が可能

〇
山陽本線から小野田線は円滑な
乗継が可能

〇 山陽本線と船鉄バスで円滑な登校
可能

午前部下校 〇
小野田線から山陽本線は円滑
な乗継が可能

〇
小野田線から山陽本線は円滑な
乗継が可能

△ 小野田駅で30分以上の待ち時間

午後部登校 × △
宇部線、船鉄バス利用で通学可
能だが学校についてから30分以上
の待ち時間

△
到着が早い

午後部下校 〇
山陽本線から小野田線は円滑
な乗継が可能

〇
山陽本線から小野田線は円滑な
乗継が可能

△ 小野田駅で30分以上の待ち時間
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移動ニーズと運行サービスのギャップ 小野田工業高校（現在）

②厚狭駅周辺に住む学生

※船鉄バス（厚狭～公園通）系統の利用ができるという想定

※()の判定は船鉄バス（厚狭～公園通）系統が利用できない場合

※<>の判定は船鉄バス（厚狭～公園通）系統の（小野田駅～公園通）のみ利用できる場合

（1）バスダイヤ変更に伴う昨年ど調査結果の見直し

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（山陽本線＋船鉄バス）

通常

登校 〇
山陽本線から小野田線は円滑
な乗継が可能

〇
(〇)
<〇>

山陽本線から小野田線は円滑な
乗継が可能 〇

山陽本線と船鉄バスで円滑な登校
可能

下校 △
南小野田駅で1時間以上の待
ち時間

△
(△)
<△>

小野田駅で30分以上の待ち時間

△
公園通バス停で30分以上の待ち時
間

部活下校 △
南小野田駅で30分以上の待ち
時間

〇
(△)
<〇>

船鉄バス利用で待ち時間短縮で、
山陽本線の早い便で帰宅可能 〇

船鉄バス利用で円滑な下校可能

テスト 下校 △
南小野田駅で1時間以上の待
ち時間

〇
(△)
<△>

船鉄バス利用で乗継なしで厚狭駅
へ帰宅可能 〇

船鉄バス利用で円滑な下校可能

土日祝
部活動

午前部登校 〇
山陽本線から小野田線は円滑
な乗継が可能

〇
(〇)
<〇>

山陽本線から小野田線は円滑な
乗継が可能 〇

山陽本線と船鉄バス利用で円滑な
登校可能

午前部下校 〇
小野田線から山陽本線は円滑
な乗継が可能

〇
(〇)
<〇>

小野田線から山陽本線は円滑な
乗継が可能 〇

船鉄バスと山陽本線利用で円滑な
下校可能

午後部登校 ×
△
(×)
<△>

小野田駅で30分以上の待ち時間
△

到着が早い

午後部下校 〇
小野田線から山陽本線は円滑
な乗継が可能

〇
(〇)
<〇>

小野田線から山陽本線は円滑な
乗継が可能 〇

船鉄バスと山陽本線で円滑な下校
可能
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移動ニーズと運行サービスのギャップ 小野田工業高校（昨年）

②厚狭駅周辺に住む学生

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（山陽本線＋船鉄バス）

通常

登校 〇
山陽本線から小野田線は円滑
な乗継が可能

〇
(〇)
<〇>

山陽本線から小野田線は円滑な
乗継が可能 〇

山陽本線と船鉄バスで円滑な登校
可能

下校 △
南小野田駅で1時間以上の待
ち時間

〇
(△)
<△>

船鉄バス利用で円滑な乗継が可
能 △

公園通バス停で30分以上の待ち時
間

部活下校 △
南小野田駅で30分以上の待ち
時間

〇
(△)
<〇>

船鉄バス利用で待ち時間短縮で、
山陽本線の早い便で帰宅可能 〇

船鉄バス利用で円滑な下校可能

テスト 下校 △
南小野田駅で1時間以上の待
ち時間

〇
(△)
<△>

船鉄バス利用で乗継なしで厚狭駅
へ帰宅可能 〇

船鉄バス利用で円滑な下校可能

土日祝
部活動

午前部登校 〇
山陽本線から小野田線は円滑
な乗継が可能

〇
(〇)
<〇>

山陽本線から小野田線は円滑な
乗継が可能 〇

船鉄バス利用で円滑な登校可能

午前部下校 〇
小野田線から山陽本線は円滑
な乗継が可能

〇
(〇)
<〇>

小野田線から山陽本線は円滑な
乗継が可能 〇

船鉄バス利用で円滑な下校可能

午後部登校 ×
〇
(〇)
<〇>

山陽本線、船鉄バス利用で通学
可能 〇

山陽本線と船鉄バスで円滑な登校
可能

午後部下校 〇
山陽本線から小野田線は円滑
な乗継が可能

〇
(〇)
<〇>

山陽本線から小野田線は円滑な
乗継が可能 〇

山陽本線と船鉄バスで円滑な下校
可能

※船鉄バス（厚狭～公園通）系統の利用ができるという想定

※()の判定は船鉄バス（厚狭～公園通）系統が利用できない場合

※<>の判定は船鉄バス（厚狭～公園通）系統の（小野田駅～公園通）のみ利用できる場合

（1）バスダイヤ変更に伴う昨年ど調査結果の見直し
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移動ニーズと運行サービスのギャップ 小野田工業高校（現在）

③宇部新川駅周辺に住む学生

（1）バスダイヤ変更に伴う昨年ど調査結果の見直し

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（船鉄バス）

通常

登校 △
到着が早い

△
学校についてから約1時間の待ち
時間

△
到着が早い

下校 〇
小野田線利用で円滑な下校可
能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で
円滑な下校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な下校可能

部活下校 △
南小野田駅で1時間以上の待
ち時間

△
南小野田駅で30分以上の待ち時
間

×
船鉄バスに便なし

テスト 下校 △
南小野田駅で1時間以上の待
ち時間

〇
船鉄バス利用で待ち時間短縮

〇
船鉄バス利用で円滑な下校可能

土日祝
部活動

午前部登校 〇
小野田線利用で円滑な登校可
能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で
円滑な登校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な登校可能

午前部下校 △
南小野田駅で30分以上の待ち
時間

△
南小野田駅で30分以上の待ち時
間

△
公園通バス停で１時間以上の待ち
時間

午後部登校 × △
学校についてから30分以上の待ち
時間

△
到着が早い

午後部下校 △
南小野田駅で30分以上の待ち
時間 △

JRでも船鉄バスでも南小野田駅で
30分以上の待ち時間 △

公園通バス停で30分以上の待ち時
間

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。
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移動ニーズと運行サービスのギャップ 小野田工業高校（昨年）

③宇部新川駅周辺に住む学生

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（船鉄バス）

通常

登校 △
到着が早い

△
学校についてから約1時間の待ち
時間

△
到着が早い

下校 〇
小野田線利用で円滑な下校可
能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で
円滑な下校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な下校可能

部活下校 △
南小野田駅で1時間以上の待
ち時間

△
船鉄バスに乗り換えても南小野田
駅で30分以上の待ち時間

×
船鉄バスに便なし

テスト 下校 △
南小野田駅で1時間以上の待
ち時間

〇
船鉄バス利用で待ち時間短縮

〇
船鉄バス利用で円滑な下校可能

土日祝
部活動

午前部登校 〇
小野田線利用で円滑な登校可
能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で
円滑な登校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な登校可能

午前部下校 △
南小野田駅で30分以上の待ち
時間

△
南小野田駅で30分以上の待ち時
間

△
公園通バス停で30分以上の待ち時
間

午後部登校 × △
学校についてから30分以上の待ち
時間

△
到着が早い

午後部下校 △
南小野田駅で30分以上の待ち
時間

△
JRでも船鉄バスでも南小野田駅で
30分以上の待ち時間

〇
船鉄バス利用で円滑な下校可能

（1）バスダイヤ変更に伴う昨年ど調査結果の見直し

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。
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移動ニーズと運行サービスのギャップ 小野田工業高校（現在）

④小野田駅周辺に住む学生

（1）バスダイヤ変更に伴う昨年ど調査結果の見直し

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（山陽本線＋船鉄バス）

通常

登校 〇
小野田線利用で円滑な登校可
能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で
円滑な登校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な登校可能

下校 △
南小野田駅で1時間以上の待
ち時間

〇
船鉄バス利用で待ち時間短縮

〇
船鉄バス利用で円滑な下校可能

部活下校 △
南小野田駅で30分以上の待ち
時間

〇 船鉄バス利用で待ち時間短縮
〇

船鉄バス利用で円滑な下校可能

テスト 下校 △
南小野田駅で1時間以上の待
ち時間

〇
船鉄バス利用で待ち時間短縮

〇
船鉄バス利用で円滑な下校可能

土日祝
部活動

午前部登校 〇
小野田線利用で円滑な登校可
能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で
円滑な登校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な登校可能

午前部下校 〇
小野田線利用で円滑な下校可
能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で
円滑な下校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な下校可能

午後部登校 × 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能

午後部下校 〇
小野田線利用で円滑な下校可
能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で
円滑な下校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な下校可能

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。
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移動ニーズと運行サービスのギャップ 小野田工業高校（昨年）

④小野田駅周辺に住む学生

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（山陽本線＋船鉄バス）

通常

登校 〇
小野田線利用で円滑な登校可
能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で
円滑な登校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な登校可能

下校 △
南小野田駅で1時間以上の待
ち時間

〇
船鉄バス利用で待ち時間短縮

〇
船鉄バス利用で円滑な下校可能

部活下校 △
南小野田駅で30分以上の待ち
時間

〇 船鉄バス利用で待ち時間短縮
〇

船鉄バス利用で円滑な下校可能

テスト 下校 △
南小野田駅で1時間以上の待
ち時間

〇
船鉄バス利用で待ち時間短縮

〇
船鉄バス利用で円滑な下校可能

土日祝
部活動

午前部登校 〇
小野田線利用で円滑な登校可
能

〇
小野田線利用で円滑な登校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な登校可能

午前部下校 〇
小野田線利用で円滑な下校可
能

〇
小野田線利用で円滑な下校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な下校可能

午後部登校 × 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能

午後部下校 〇
小野田線利用で円滑な下校可
能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で
円滑な下校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な下校可能

（1）バスダイヤ変更に伴う昨年ど調査結果の見直し

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。
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※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。

（昨年）

①雀田駅周辺に住む学生

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

通常

登校 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 〇 小野田線利用で円滑な登校可能

下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

部活下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

テスト 下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

土日祝部活動

午前部登校 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 〇 小野田線利用で円滑な登校可能

午前部下校 × 〇 船鉄バス利用で通学可能

午後部登校 × 〇 船鉄バス利用で通学可能

午後部下校 〇 小野田線で円滑な下校可能 〇 船鉄バス利用で円滑な下校可能

移動ニーズと運行サービスのギャップ 小野田高校 （現在）

小野田高校⇔小野田駅 徒歩13分

（1）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析

• 小野田高校の移動ニーズへと運行サービスにギャップ分析の結果は変化なし。
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移動ニーズと運行サービスのギャップ 小野田高校

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。

（昨年）

（1）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析

①雀田駅周辺に住む学生

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

通常

登校 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 〇 小野田線利用で円滑な登校可能

下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

部活下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

テスト 下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

土日祝部活動

午前部登校 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 〇 小野田線利用で円滑な登校可能

午前部下校 × △
船鉄バス利用で通学可能だが、小野田駅バ
ス停について30分以上の待ち時間

午後部登校 × △
船鉄バス利用で通学可能だが、学校に着い
てから30分以上の待ち時間

午後部下校 〇 小野田線で円滑な下校可能 〇 船鉄バス利用で円滑な下校可能

小野田高校⇔小野田駅 徒歩13分



②宇部新川駅周辺に住む学生

移動ニーズと運行サービスのギャップ 小野田高校 （現在）
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小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

通常

登校 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 〇 小野田線利用で円滑な登校可能

下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

部活下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

テスト 下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

土日祝部活動

午前部登校 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能

午前部下校 × ×

午後部登校 × 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能

午後部下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

小野田高校⇔小野田駅 徒歩13分

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。

（1）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析



16（1）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析

移動ニーズと運行サービスのギャップ 小野田高校

②宇部新川駅周辺に住む学生

（昨年）

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

通常

登校 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 〇 小野田線利用で円滑な登校可能

下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

部活下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

テスト 下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

土日祝部活動

午前部登校 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能

午前部下校 × △
船鉄バス利用で通学可能だが、小野田駅バ
ス停で1時間以上の待ち時間

午後部登校 × 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能

午後部下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

小野田高校⇔小野田駅 徒歩13分

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。



①雀田駅周辺に住む学生

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。

移動ニーズと運行サービスのギャップ サビエル高校 （現在）

17

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

通常

登校 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 〇 小野田線で円滑な登校可能

下校 △ 小野田駅で30分以上の待ち時間 〇 船鉄バス利用で待ち時間短縮

部活下校
10月～3月

△
小野田駅で30分以上の待ち時間

〇
船鉄バス利用で待ち時間短縮

部活下校
4月～9月

〇
小野田線利用で円滑な下校可能

〇
小野田線利用で円滑な下校可能

テスト 下校 △ 小野田駅で30分以上の待ち時間 〇 船鉄バス利用で待ち時間短縮

土日祝部活動

午前部登校 △ 学校についてから30分以上の待ち時間 △ 学校についてから30分以上の待ち時間

午前部下校 △ 小野田駅で30分以上の待ち時間 〇 船鉄バス利用で通学可能

午後部登校 × △

学校についてから1時間以上の待ち時間
船鉄バス利用で通学可能だが、雀田駅周
辺の自宅から竜王町バス停まで徒歩19分
1.4ｋｍ

午後部下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

サビエル高校⇔小野田駅 徒歩24分

（1）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析

• サビエル高校の移動ニーズへと運行サービスにギャップ分析の結果は変化なし。
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移動ニーズと運行サービスのギャップ サビエル高校

①雀田駅周辺に住む学生

（昨年）

（1）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

通常

登校 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 〇 小野田線で円滑な登校可能

下校 △ 小野田駅で30分以上の待ち時間 △ 小野田駅で30分以上の待ち時間

部活下校
10月～3月

△
小野田駅で30分以上の待ち時間

〇
船鉄バス利用で待ち時間短縮

部活下校
4月～9月

〇
小野田線利用で円滑な下校可能

〇
小野田線利用で円滑な下校可能

テスト 下校 △ 小野田駅で30分以上の待ち時間 〇 船鉄バス利用で待ち時間短縮

土日祝部活動

午前部登校 △ 学校についてから30分以上の待ち時間 〇 船鉄バス利用で待ち時間短縮

午前部下校 △
小野田駅で30分以上の待ち時間

△
船鉄バス利用で通学可能だが、小野田駅バ
ス停について30分以上の待ち時間

午後部登校 × △
船鉄バス利用で通学可能だが、学校に着い
てから30分以上の待ち時間

午後部下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

サビエル高校⇔小野田駅 徒歩24分

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。



②宇部新川駅周辺に住む学生

移動ニーズと運行サービスのギャップ サビエル高校 （現在）
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小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

通常

登校 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 〇 小野田線利用で円滑な登校可能

下校 △ 小野田駅で30分以上の待ち時間 〇 船鉄バス利用で待ち時間短縮。

部活下校
10月～3月

△
小野田駅で30分以上の待ち時間

△
小野田駅バス停について30分以上の待ち時
間

部活下校
4月～9月

〇
小野田線利用で円滑な下校可能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で円滑な下
校可能

テスト 下校 △ 小野田駅で1時間以上の待ち時間 △ 小野田駅で1時間以上の待ち時間

土日祝部活動

午前部登校 △ 学校についてから30分以上の待ち時間 △ 学校についてから30分以上の待ち時間

午前部下校 △ 小野田駅で1時間以上の待ち時間 △ 小野田駅で1時間以上の待ち時間

午後部登校 × 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能

午後部下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

サビエル高校⇔小野田駅 徒歩24分

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。

（1）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析



20（1）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析

移動ニーズと運行サービスのギャップ サビエル高校

②宇部新川駅周辺に住む学生

（昨年）

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

通常

登校 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 〇 小野田線利用で円滑な登校可能

下校 △ 小野田駅で30分以上の待ち時間 〇 船鉄バス利用で待ち時間短縮。

部活下校
10月～3月

△
小野田駅で30分以上の待ち時間

△
小野田駅バス停について30分以上の待ち時
間

部活下校
4月～9月

〇
小野田線利用で円滑な下校可能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で円滑な下
校可能

テスト 下校 △ 小野田駅で1時間以上の待ち時間 △ 小野田駅で1時間以上の待ち時間

土日祝部活動

午前部登校 △ 学校についてから30分以上の待ち時間 △ 学校についてから30分以上の待ち時間

午前部下校 △ 小野田駅で1時間以上の待ち時間 △ 小野田駅バス停で30分以上の待ち時間

午後部登校 × 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能

午後部下校 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能

サビエル高校⇔小野田駅 徒歩24分

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。



①宇部駅周辺に住む学生

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。

移動ニーズと運行サービスのギャップ 山口東京理科大学（現在）

21

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（山陽本線＋船鉄バス）

登校（1限） 〇
山陽本線から小野田線は円滑な
乗継が可能

〇
山陽本線から船鉄バスへ円滑な乗継
が可能

〇
山陽本線と船鉄バスで円滑な登校可
能

登校（2限） △ 小野田駅で30分以上の待ち時間 △ 小野田駅で30分以上の待ち時間 △ 小野田駅で30分以上の待ち時間

登校（3限） × △ △

登校（4限） △ 到着が早い △ 小野田駅で30分以上の待ち時間 △ 小野田駅で30分以上の待ち時間

登校（5限） × △ 小野田駅で30分以上の待ち時間 △ 小野田駅で30分以上の待ち時間

下校（5限） 〇
小野田線から山陽本線は円滑な
乗継が可能

〇
小野田線から山陽本線へ円滑な乗継
が可能

△
理科大前で30分以上の待ち時間

（1）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析

• 山口東京理科大の①宇部駅周辺に住む学生の４限、５限の登校が不便△となっている。
• ②厚狭駅周辺に住む学生の３限、５限の登校が不便△となっている。
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移動ニーズと運行サービスのギャップ 山口東京理科大学

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。

（昨年）

（1）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析

①宇部駅周辺に住む学生

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（山陽本線＋船鉄バス）

登校（1限） 〇
山陽本線から小野田線は円滑な
乗継が可能

〇
山陽本線から船鉄バスへ円滑な乗継
が可能

〇
山陽本線と船鉄バスで円滑な登校可
能

登校（2限） △ 小野田駅で30分以上の待ち時間 △ 小野田駅で30分以上の待ち時間 △ 小野田駅で30分以上の待ち時間

登校（3限） × △ 小野田駅で30分以上の待ち時間 △ 小野田駅で30分以上の待ち時間

登校（4限） △
到着が早い

〇
山陽本線から船鉄バスへ円滑な乗継
が可能

〇
山陽本線と船鉄バスで円滑な登校可
能

登校（5限） × 〇
山陽本線から船鉄バスへ円滑な乗継
が可能

〇
山陽本線と船鉄バスで円滑な登校可
能

下校（5限） 〇
小野田線から山陽本線は円滑な
乗継が可能

〇
船鉄バスから山陽本線へ円滑な乗継
が可能

〇
山陽本線と船鉄バスで円滑な下校可
能



※船鉄バス（厚狭～公園通）系統の利用ができるという想定

※()の判定は船鉄バス（厚狭～公園通）系統の利用できない場合

※<>の判定は船鉄バス（厚狭～公園通）系統の（小野田駅～公園通）のみ利用できる場合

移動ニーズと運行サービスのギャップ 山口東京理科大学（現在）
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小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（山陽本線＋船鉄バス）

登校（1限） 〇
山陽本線から小野田線は円滑な乗
継が可能

〇
(〇)

山陽本線から船鉄バスへ円滑な乗継が
可能 〇

山陽本線と船鉄バスで円滑な登校可能

登校（2限） 〇
山陽本線から小野田線は円滑な乗
継が可能

〇
(〇)

山陽本線から船鉄バスへ円滑な乗継が
可能 〇

山陽本線と船鉄バスで円滑な登校可能

登校（3限） ×
△
(×)

小野田駅で30分以上の待ち時間
△

小野田駅で30分以上の待ち時間

登校（4限） △
到着が早い 〇

(〇)

山陽本線から船鉄バスへ円滑な乗継が
可能 〇

船鉄バスで円滑な登校可能

登校（5限） ×
〇
(×)

山陽本線から船鉄バスへ円滑な乗継が
可能 〇

山陽本線と船鉄バスで円滑な登校可能

下校（5限） 〇
小野田線から山陽本線は円滑な乗
継が可能

〇
(〇)

小野田線から山陽本線は円滑な乗継
が可能 △

理科大前と小野田駅で30分以上の待
ち時間

②厚狭駅周辺に住む学生

（1）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析



24（1）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析

移動ニーズと運行サービスのギャップ 山口東京理科大学

②厚狭駅周辺に住む学生

※船鉄バス（厚狭～公園通）系統の利用ができるという想定

※()の判定は船鉄バス（厚狭～公園通）系統の利用できない場合

※<>の判定は船鉄バス（厚狭～公園通）系統の（小野田駅～公園通）のみ利用できる場合

（昨年）

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（山陽本線＋船鉄バス）

登校（1限） 〇
山陽本線から小野田線は円滑な
乗継が可能

〇
(〇)

山陽本線から船鉄バスへ円滑な乗継
が可能 〇

山陽本線と船鉄バスで円滑な登校可
能

登校（2限） 〇
山陽本線から小野田線は円滑な
乗継が可能

〇
(〇)

山陽本線から船鉄バスへ円滑な乗継
が可能 〇

山陽本線と船鉄バスで円滑な登校可
能

登校（3限） ×
〇
(〇)

山陽本線から船鉄バスへ円滑な乗継
が可能 〇

山陽本線と船鉄バスで円滑な登校可
能

登校（4限） △
到着が早い 〇

(〇)

山陽本線から船鉄バスへ円滑な乗継
が可能 〇

船鉄バスで円滑な登校可能

登校（5限） ×
△
(△)

小野田駅で30分以上の待ち時間
△

小野田駅で30分以上の待ち時間

下校（5限） 〇
小野田線から山陽本線は円滑な
乗継が可能

〇
(〇)

船鉄バスから山陽本線へ円滑な乗継
が可能 〇

山陽本線と船鉄バスで円滑な下校可
能



移動ニーズと運行サービスのギャップ 山口東京理科大学（現在）

25

③宇部新川駅周辺に住む学生

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（船鉄バス）

登校（1限） △ 到着が早い △ 到着が早い × 山陽本線と船鉄バスでは通学できず

登校（2限） △ 到着が早い △ 到着が早い × 山陽本線と船鉄バスでは通学できず

登校（3限） × × × 山陽本線と船鉄バスでは通学できず

登校（4限） △ 到着が早い △ 到着が早い × 山陽本線と船鉄バスでは通学できず

登校（5限） 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 × 山陽本線と船鉄バスでは通学できず

下校（5限） 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 × 山陽本線と船鉄バスでは通学できず

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。

（1）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析



26（２）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析

移動ニーズと運行サービスのギャップ 山口東京理科大学

③宇部新川駅周辺に住む学生

（昨年）

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（船鉄バス）

登校（1限） △ 到着が早い △ 到着が早い × 山陽本線と船鉄バスでは通学できず

登校（2限） △ 到着が早い △ 到着が早い × 山陽本線と船鉄バスでは通学できず

登校（3限） × × × 山陽本線と船鉄バスでは通学できず

登校（4限） △ 到着が早い △ 到着が早い × 山陽本線と船鉄バスでは通学できず

登校（5限） 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 × 山陽本線と船鉄バスでは通学できず

下校（5限） 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 〇 小野田線利用で円滑な下校可能 × 山陽本線と船鉄バスでは通学できず

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。



27（１）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析

移動ニーズと運行サービスのギャップ 山口東京理科大学（現在）

④小野田駅周辺に住む学生

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（山陽本線＋船鉄バス）

登校（1限） 〇
小野田線利用で円滑な登校可能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で円
滑な登校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な登校可能

登校（2限） 〇
小野田線利用で円滑な登校可能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で円
滑な登校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な登校可能

登校（3限） × 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能

登校（4限） △ 到着が早い 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能

登校（5限） × 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能

下校（5限） 〇
小野田線利用で円滑な下校可能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で円
滑な下校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な下校可能

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。
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移動ニーズと運行サービスのギャップ 山口東京理科大学

④小野田駅周辺に住む学生

（昨年）

小野田線 共通乗車制度導入後
（小野田線+船鉄バス）

小野田線利用不可
（山陽本線＋船鉄バス）

登校（1限） 〇
小野田線利用で円滑な登校可能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で円
滑な登校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な登校可能

登校（2限） 〇 小野田線利用で円滑な登校可能 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能

登校（3限） × 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能

登校（4限） △ 到着が早い 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能

登校（5限） × 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能 〇 船鉄バス利用で円滑な登校可能

下校（5限） 〇
小野田線利用で円滑な下校可能

〇
小野田線もしくは船鉄バス利用で円
滑な下校可能

〇
船鉄バス利用で円滑な下校可能

※現在のダイヤに基づき以下の基準で評価。
推定待ち時間が30分以内〇、1時間30以内△、1時間30分超は×。
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まとめ

移動ニーズと運行サービスのギャップ分析

（1）バスダイヤ変更に伴う昨年ど調査結果の見直し

• 最新のバスダイヤを用いて高校、大学の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析結
果を見直した。

■高校の移動ニーズへの対応

• 高校の移動ニーズに対するバスの減便の影響は限定的であった。接続ダイヤの等の
検討が十分に行われたものと推察される。

• 駅での待ち時間が３０分以上となり不便△となったのは、小野田工業高校の②厚
狭駅周辺に住む学生の通常の下校、土日祝部活動の午後の登校、③宇部新川駅
周辺に住む学生の土日祝部活動の午後の下校となった。

■大学の移動ニーズへの対応

• 一方で、大学の移動ニーズに対してはバスの減便の影響を受けている。大学は、授業
の履修状況に応じて登下校の時間帯が分散するため、高校と比較して減便の影響
を受けやすいという特徴がある。

• 駅での待ち時間が３０分以上となり不便△となったのは、山口東京理科大の①宇
部駅周辺に住む学生の４限、５限の登校、②厚狭駅周辺に住む学生の３限、５
限の登校が不便△という結果となった。

次年度以降は、共通乗車制度の導入にあたり、高校の通学利用に加え、授業の履修
状況に応じて登下校の時間帯が分散する大学の移動ニーズに対応した鉄道、バスのダ
イヤ設定を行うことが望ましい。



（2）共通乗車実証の利用者の分析



乗車回数

• 実証期間中は、116回の乗車が確認された。
• 月では１１月、曜日は平日、時間帯では１１時台の乗車が多く確認された。
• 乗車停留所は公園通り、降車停留所は小野田駅が多かった。
• １１月、１２月の平日の１０時から１２時台に8３人（全体の71.55％）が乗車した。

（2）共通乗車実証の利用者の分析

小野田線共通乗車実験利用実績データ集計結果

※降車は乗車と比較して欠落データが多いため分析は基本的に乗
車データ用いて行った。
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時間帯別利用者数

（2）共通乗車実証の利用者の分析

小野田線共通乗車実験利用実績データ集計結果
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利用の多いバス停

（2）共通乗車実証の利用者の分析

小野田線共通乗車実験利用実績データ集計結果
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月別曜日別時間帯別乗車回数及び全乗車回数に占める比率 n=116

（2）共通乗車実証の利用者の分析

小野田線共通乗車実験利用実績データ集計結果

2024年11月 2024年12月 2025年1月 2025年2月 2025年3月

曜日 乗降時間 乗車回数
全乗車回数に

占める比率
乗車回数

全乗車回数に

占める比率
乗車回数

全乗車回数に

占める比率
乗車回数

全乗車回数に

占める比率
乗車回数

全乗車回数に

占める比率

日曜日 11時 1 0.86%

月曜日 7時 1 0.86%

10時 1 0.86%

11時 5 4.31% 9 7.76%

12時 1 0.86%

15時 1 0.86%

16時 1 0.86%

火曜日 10時 3 2.59%

11時 2 1.72% 3 2.59% 1 0.86% 1 0.86%

12時 5 4.31%

13時 1 0.86%

14時 1 0.86%

16時 1 0.86%

水曜日 10時 1 0.86%

11時 13 11.21% 3 2.59% 1 0.86% 3 2.59%

12時 1 0.86%

13時 1 0.86%

15時 2 1.72%

16時 2 1.72%

19時 3 2.59%

木曜日 10時 1 0.86%

11時 12 10.34% 5 4.31% 3 2.59%

14時 1 0.86%

16時 1 0.86% 2 1.72%

金曜日 10時 1 0.86% 5 4.31%

11時 5 4.31% 2 1.72% 2 1.72%

12時 1 0.86% 1 0.86%

15時 2 1.72%

16時 2 1.72%

土曜日 12時 1 0.86%

16時 1 0.86%
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問1：制度を利用してバスを利用した目的（複数回答）

83.3%

33.3%

16.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学校からの下校（テスト期間中）

学校からの下校（土休日の部活動や学校

行事のため）

学校からの下校（通常時）
n=6

複数回答あり

問4：この制度がなかった場合どのように移動するか

16.7% 83.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バスの方が目的地に近いから 乗りたい時間に電車がなかったから

問2：問1の際、バスを選らんだ理由

83.3% 16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月に１日～２日 半年に１日～２日

問3：普段のバス利用頻度

83.3% 16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お金を払って、バスに乗車した

電車の時間まで待って、電車（定期券）で移動した

問5：この制度有料だった場合の希望負担金額

83.3% 16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎回50円でバスに乗れる 毎回バス運賃の半額でバスに乗れる

問6：休日や余暇に出掛ける方面

33.3% 66.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

下関市内 山陽小野田市内

（2）共通乗車実証の利用者の分析

共通乗車モニターアンケート調査結果集計

• バスの利用目的は、学校からの下校（テスト期間中）が８割。バスを選んだ理由は、乗りたい時間に電車がなかったからと回答が８割。
⇒バスと鉄道の補完的利用が確認され、共通乗車制度の有効性が確認された。

• 希望負担額は毎回５０円でバスに乗れるとの回答が８割を占めた。
• この制度の満足度（５段階評価）は、満足度５（最大値）100％であり、利用者の満足度は高い。
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アンケート結果

問7：出かける際の移動手段

83.3% 16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

JR 自転車

問8：この制度を鉄道通学している友人などに教えようと思うか

50.0% 33.3% 16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う 思わない 分からない

問9：鉄道ではなくバスで移動したことに対する感想

16.7% 83.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バスの方がいい（自宅や目的地の近くで乗降できるから）

都合の良い時間に移動出来ればどちらでもいい

問10：この制度の満足度（5段階評価）

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５（満足）
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アンケート回答者の回答及び利用実績

Aさん

＜概要＞
• 全8回乗車
• 11月、12月に利用

• テスト期間中の下校
時の利用が多い

• 平日の11時台が多く、
そのほか、10時台、
12時台、19時台の利
用もある

• 公園通り、小野田駅
以外での乗車もみら
れる

• 普段は月に１日～２
日利用

• 制度の満足度は高い
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アンケート回答者の回答及び利用実績

Bさん

＜概要＞
• 全11回乗車
• 11月、12月、1月に利

用

• テスト期間中、土休
日の部活動や学校行
事の下校時の利用が
多い

• 平日の11時台が多く、
そのほか、10時台、
13時台、16時台の利
用もある

• 公園通り、小野田駅
での乗車のみ

• 普段は月に１日～２
日利用

• 制度の満足度は高い
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アンケート回答者の回答及び利用実績

Hさん

＜概要＞
• 全11回乗車
• 11月、12月、1月に利

用

• 学校からの下校（通
常）の利用が多い

• 平日の11時台が多く、
そのほか、10時台、
12時台の利用もある

• 公園通り、小野田駅
の乗車のみ

• 普段は半年に１日～
２日利用

• 制度の満足度は高い
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アンケート回答者の回答及び利用実績

Wさん
＜概要＞
• 全7回乗車
• 11月、12月、1月に利

用

• テスト期間中の下校
時の利用が多い

• 平日の11時台が多く、
そのほか、10時台、
13時台、16時台、土
曜日の利用もある

• 公園通り、小野田駅
以外での乗車もみら
れる

• 普段は月に１日～２
日利用

• 制度の満足度は高い
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アンケート回答者の回答及び利用実績

Sさん

＜概要＞
• 全18回乗車
• 11月、12月、1月、２

月、3月に利用

• テスト期間中の下校
時の利用が多い

• 平日の11時台が多く、
そのほか、10、12、
13、14、15、16時台
の利用もある

• バスの方が目的地に
近いからという理由
で利用

• 公園通り、小野田駅
以外での乗車もみら
れる

• 普段は月に１日～２
日利用

• 制度の満足度は高い

41



Uさん

アンケート回答者の回答及び利用実績

＜概要＞
• 全7回乗車
• 11月、12月、1月に利

用

• テスト期間中、土休
日の部活動や学校行
事の下校時の利用が
多い

• 平日の11時台が多く、
そのほか、10時台、
13時台、16時台の利
用もある

• 普段は月に１日～２
日利用

• 制度の満足度は高い
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まとめ

（2）共通乗車実証の利用者の分析

■利用履歴データ集計結果

• 実証期間中は、116回の乗車が確認された。全体的な傾向としては、月では１１月、曜日は平日、時
間帯では１１時台の乗車が多く確認された。乗車停留所は公園通り、降車停留所は小野田駅が多かっ
た。１１月、１２月の平日の１０時から１２時台に8３人（全体の71.55％）が乗車した。

■共通乗車制度のモニターアンケート調査集計結果

• バスの利用目的は、学校からの下校（テスト期間中）が８割。バスを選んだ理由は、乗りたい時間に電
車がなかったからと回答が８割。

⇒バスと鉄道の補完的利用が確認され、共通乗車制度の有効性が確認

• 希望負担額は毎回５０円でバスに乗れるとの回答が８割を占めた。

• この制度の満足度（５段階評価）は、満足度５（最大値）100％であり、利用者の満足度は高い。

⇒多頻度利用者（アンケート回答者）の共通乗車制度の満足度は高い

■多頻度利用者（アンケート回答者）の利用履歴、アンケート回答結果の分析

• テスト期間中の利用が多いが、毎月利用も確認され、テスト期間中以外の利用もある。平日の10～12
時以外、土曜日の利用も確認される。多頻度利用者は、多様なパターンで鉄道とバスを利用。

• 鉄道通学定期で乗降できる公園通り、小野田駅以外の停留所での乗車が確認され、制度活用による
移動活発化効果が発現

バスと鉄道の補完的な利用関係が確認され、共通乗車制度の有効性が検証された。また、利用者の満足
度も高く、本制度が学生に受け入れられていることが確認された。さらに、制度の活用により、通常の通学以
外の移動を誘発する効果も見られ、移動の活発化につながる成果が確認された。今後は、商業施設等との
連携を強化することで、移動活発化の効果がさらに高まることが期待される。



【収入】

項　目 予算額 決算額 差引

山陽小野田市負担金900,000-戻入359,494 540,506

宇部市負担金100,000-戻入39,944 60,056

43,620

補助金 900,000 588,000 △ 312,000 山口県地方ローカル線活性化事業補助金 588,000

諸収入 0 268 268

計 2,690,000 1,232,450 △ 1,457,550

【支出】

項　目 予算額 決算額 差引

学識経験者報酬

（榊原先生2,000円×2）（井上先生2,000円×1）

振込手数料 5,830

鉄道・バス共通パスモニター実験 43,620
　バス利用実績に対する運賃支払い 28,080

　アンケート回答者への謝礼（図書カード） 15,540

ＪＲ小野田線持続化プラン作成支援 1,177,000

（交通コンサルへの業務委託）

予備費 0 0 0 0

計 2,690,000 1,232,450 -1,457,550

　（収　入　額） 　（支　出　額）　　　　（差　引　額）

　１，２３２，４５０円　－　１，２３２，４５０円　＝　０円

事業費

事務費 67,000

1,220,620 -1,362,380

5,830 -61,170

会議費 40,000 6,000 -34,000 6,000

摘　　　要

（単位：円）

2,583,000

預金利息

負担金 1,790,000 644,182 △ 1,145,818

令和６年度　収支決算

摘　　　要

自　令和６年４月　１日

至　令和７年３月３１日

(ＪＲ西日本)鉄道・バス共通パスモニ
ター実験負担金789,300-戻入745,680





 

 

令和７年度活動方針及び事業計画（案） 

 

１  活動方針 

   ＪＲ小野田線活性化委員会では、ＪＲ小野田線沿線地域において、鉄道とバス

が連携した持続可能な地域公共交通の形成に向けて、「鉄道・バス共通乗車制度実

証事業」の実施に向けて、関係者と協議を進めてきたところである。 令和６年度

は、ＪＲ小野田線の一部区間において「鉄道・バス共通パスのモニター実験」を実

施し、オペレーション等の確認を行った。令和７年度には対象者やエリアを拡大

し、本格的な実証事業を実施する。 

   また、小野田線の活性化に向け、市民の要望を踏まえ、令和３年春のダイヤ改正

で前倒しとなった小野田線の最終便の増便を実証的に実施する。 

   これらの実証事業の実施により、ＪＲ小野田線の抜本的な利便性向上図り、利

用者の増加につなげる。 

 

２  主な事業内容 

（１）ＪＲ小野田線「鉄道とバスの共通乗車制度」実証事業 

本市の交通政策や公共交通の実態に造詣の深い学識経験者の指導・助言や、交

通コンサルの調査・分析を通じて得られた課題や利用者ニーズ、他事例の状況等

を踏まえ、ＪＲ小野田線「鉄道とバスの共通乗車制度」実証事業を開始する。あ

わせて、活性化委員会や勉強会を開催し、実証事業の進捗の確認や制度改善に向

けた協議を行う。 

○学識経験者報酬（２０千円）  

     

○バス利用実績に対する運賃支払い（６００千円） 

     実証事業における船鉄バスの利用実績に対して運賃の支払いを行う。 

 

＜算出根拠（バス運賃）＞ 

  想定参加者数（市内高校通学生、通勤者）：110 人  

１回あたりバス運賃補填額（バス定期額相当）：113円 

１ヵ月あたりバス利用回数：8 回/人  

１ヵ月あたりバス運賃 110×113×8≒100,000 円 

実施期間 6 ヵ月 

100,000×6＝600,000 円 

 

○アンケート回答者への謝礼（３０千円） 

     アンケートに協力していただいた方への謝礼として図書カード（千円分）

を送付する。 

 

議案第２号 

 



 

（２）ＪＲ小野田線最終便の増便の実証事業 

  コロナ禍の影響により、令和３年ダイヤ改正においてＪＲ小野田線の最終便が

約２時間程度前倒しとなった。現在、コロナ禍も明け、市民からの要望も高まっ

ていることから、この度、活性化委員会から支援も行い、実証的に最終便を増便

する。 

 

○ＪＲ小野田線最終便増便に係る負担金（１，５００千円）  

    

＜小野田線最終便の増便（案）＞ 

    ・宇部新川駅 21時 13分発 ⇒ 小 野 田 駅 21時 42分着 

    ・小 野 田 駅 22時 19分発 ⇒ 宇部新川駅 22時 47分着 

 

（参考：現在の小野田線最終便） 

・宇部新川駅 19時 23分発 ⇒ 小 野 田 駅 20時 00分着 

    ・小 野 田 駅 20時 06分発 ⇒ 宇部新川駅 20時 34分着 

 

   ＜事業実施期間＞ 

  令和 7年 10月 1日 ～ 令和８年 3月 31日 

    ※令和８年度の事業実施については、今年度の取組状況を踏まえ、別途協議

の上、検討 



2025 年 7 月 29 日 

JR 西日本広島支社 

 

小野田線活性化に向けた実証事業について 

 

 過年度の委員会において整理された「JR 小野田線沿線地域公共交通の持続化に向けた取組みの

方向性」では、「沿線地域の公共交通のポテンシャルの発揮により需要の掘り起こしを図り、その

活性化につなげる」とされています。まずは、実証事業を通じて主な公共交通利用者である学生

の公共交通の利用拡大、行動変容を確認し、最終的には、まちの特性や利用者のニーズを踏まえ

た、将来にわたって地域に必要とされる公共交通の確立を目指すことが、これまで整理・共有さ

れてきました。2025 年度下期に実施することとされました標題の実証事業について、実証事業の

意義や目標を以下のとおり共有したいと考えております。 

 

１．実証事業の意義 

これまでに実施された公共交通に関するアンケート等から抽出された課題に対し、これらを改

善することでどの程度公共交通利用者が回復するか検証することを目的とし、今回、以下の実証

を実施したいと考えます。 

 

利用者等の意見に基づく公共交通に対する課題 課題解決のための

実証メニュー 対象 主な意見 

高校生 

ｱﾝｹｰﾄ・ 

学校ﾋｱﾘﾝｸﾞ 

・本数が少ないため待ち時間が長時間に及び、利便性が低

い 

・高校の部活や試験期間、大学の不規則な登下校時間に対

応できる便が無い 

鉄道とバスの共通

乗車制度による実

質的な増便・待ち

時間の短縮 

市民ｱﾝｹｰﾄ＊ 鉄道に対する改善要望として「運行本数を増やす」と回答

者の 54%が回答 

学校ﾋｱﾘﾝｸﾞ 学生数が増加している理科大において、夜間の研究や課外

活動後の帰りの手段が無い 

小野田線列車の夜

間増便による夜間

移動ニーズへの対

応 

市民ｱﾝｹｰﾄ＊ 鉄道に対する改善要望として「運行時刻を改善する」と回

答者の 42%が回答 

＊「山陽小野田市地域公共交通計画」より引用 

 

２．評価指標と目標値の設定 

  実証開始前に予め皆様と協議のうえ、評価指標および目標値を設定・共有し、その目標達成

のために各関係者が連携・協力し、最大限の実証効果が得られるよう取り組みたいと考えてお

ります。また、必要なデータは適宜、当社より提供いたしますので、四半期ごとに実証効果の

評価を行い、より効果が高まるような改善策を検討・実施していくことで、地域の公共交通の

活性化を図っていきたいと考えております。 



【収入】

項　目 本年度 前年度 増　減

（ＪＲ西日本410千円）

補助金 750 900 -150

諸収入 0 0

計 2,160 2,690 -530

【支出】

項　目 本年度 前年度 増　減

（2,000円×2名×5回）

10

630

　バス利用実績に対する運賃支払い 600

　アンケート回答者への謝礼（図書カード） 30

1,500

予備費 0 0 0

計 2,160 2,690 -530

事業費
2,130 2,583 -453

鉄道・バス共通乗車制度実証事業

ＪＲ小野田線最終便増便に係る負担金

事務費 10 67 -57 事務局消耗品、手数料等

会議費 20 40 -20
学識経験者報酬（委員会・勉強会）

20

鉄道・バス共通パス実証事業負担金

山口県地方ローカル線活性化事業補助金
（地方ローカル線利用促進取組強化事業（1/2）

摘　　　要

令和７年度　収支予算（案）

（単位：千円）

摘　　　要

負担金 1,410 1,790 -380

沿線各市負担金

（山陽小野田市900千円、宇部市100千円）
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